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Windows Embedded for Point of Service - 小売業 POS システム向けの最適化を実現
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概要
小売業における情報処理テクノロジは、販売時点情報管理 (point-of-sale) 指向からサービス時点情報管理 (point-of-service) 指向へと発展しています。両者の差は、サービス時点情報管理は、セルフチェックアウト ステーション、セルフサービス キオスク、情報キオスク、食品注文キオスクなどの柔軟性の高いデバイスの使用によって、より質の高い顧客サービスを実現できることです。小売店およびOEM (Original Equipment Manufacturer : 相手先ブランド供給) をサポートするために、マイクロソフトは小売業の POS システム用に最適化されたオペレーティング システム、Microsoft® Windows® Embedded for Point of Service (WEPOS) を開発しました。Windows Embedded for Point of Service は、標準プラットフォーム、プラグ アンド プレイのサポート、および使い慣れた管理テクノロジを基盤としているため、セットアップ、使用、および管理が簡単です。このオペレーティング システムを使用すると、小売業界固有の必須テクノロジ、標準的な小売アプリケーションと周辺機器の全面的なサポートなど、標準かつ小売業界向けに最適化されたプラットフォームが提供され、小売業者は顧客との最も強力なやり取りを実現する機能が与えられます。Windows Embedded for Point of Service は、オペレーティング システムおよびアプリケーションの開発、展開、補修、保守、POS ハードウェアのコスト削減を通して、小売業のサービス時点情報管理のライフサイクル コストを削減します。  
このドキュメントに記載されている情報は、このドキュメントの発行時点におけるマイクロソフトの見解を反映したものです。マイクロソフトは市場の変化に対応する必要があるため、このドキュメントの内容に関する責任をマイクロソフトは問われないものとします。また、発行日以降に発表される情報の正確性を保証できません。
このドキュメントに記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。
お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。このドキュメントのいかなる部分も、米国 Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡することは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。ただしこれは、著作権法上のお客様の権利を制限するものではありません。 

マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。別途マイクロソフトのライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
© 2005 Microsoft Corporation.All rights reserved.

Microsoft、Microsoft ロゴ、Windows ロゴ、ActiveX、BizTalk、MS-DOS、Win32、Windows、Windows Media、および Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
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はじめに
「販売時点情報管理」は「サービス時点情報管理」に代わられつつあります。両者には相当の差があります。「販売」の範囲は狭いのに対して、「サービス」の範囲ははるかに広いからです。サービス時点情報管理の環境では、小売店はこれまでのように販売時点情報管理端末を使用して売上を記録でき、さらに多くのチャンスを得ることができます。サービス時点情報管理の環境では、セルフチェックアウト ステーション、セルフサービス キオスク、情報キオスク、食品注文キオスクが提供されます。これらはほんの一例ですが、すべて顧客の購買体験向上につながります。販売時点情報管理からサービス時点情報管理への発展は、販売取引のみを処理するデバイスから、販売取引、顧客関係、さらには顧客自らによるまったく新しい購買体験を処理するデバイスへの移行と言い換えることができます。
この発展の結果として、「POS」は、サービス時点情報管理という新しい定義を獲得するに至りました。
従来の販売時点情報管理システムは、急速に陳腐化しつつあります。販売時点情報管理システムでは、今日の小売店が求める広範な選択肢をサポートするための十分な柔軟性が提供されません。小売店は、セルフチェックアウト キオスクやセルフサービス キオスクなど、新しい POS システムを積極的に導入しています。また、店舗内における顧客の購買体験を刷新し、向上するための新しいテクノロジを求めています。
マイクロソフトは、小売業界が POS システムに求める機能を実現するオペレーティング システムとアプリケーション環境の提供に全力で取り組んでいます。この取り組みを実証するものが、Microsoft® Windows® XP オペレーティング システムを小売業 POS システム向けに最適化したバージョン、Microsoft Windows Embedded for Point of Service (WEPOS) です。 

Windows Embedded for Point of Service を使用すると、OEM パートナーは、小売業の顧客が求める広範な機能を提供する、使いやすく、セキュリティで保護された、費用対効果の高い POS ソリューションを構築できます。Windows Embedded for Point of Service は、Windows XP with Service Pack 2 で利用できるテクノロジに基づき、小売業の周辺機器向けにプラグ アンド プレイ機能を提供する初めての POS プラットフォームです。また、このオペレーティング システムは小売業技術標準協会 (ARTS : Association of Retail Technology Standards) によって発行された、Unified POS の相互運用性の仕様を実装する周辺機器のサポートも提供します。これには、.NET 実装用の POS に基づいた周辺機器だけではなく、OPOS (OLE for point of sale) 実装および JPOS (JavaPOS) 実装に基づいた周辺機器も含まれます。Windows Embedded for Point of Service を使用すると、周辺機器ベンダは、自社のデバイスを WEPOS ベースの POS システムに容易に統合できます。また、このオペレーティング システムによって、開発、展開、管理、およびハードウェアにかかるコストを、他の POS 環境よりも低くできることが保証されます。マイクロソフトは、この最初のリリースから 最長 10 年間にわたって WEPOS をサポートすることを確約いたします。したがって、次世代の POS システムのライフサイクルにおいても、小売店および OEM のニーズに対するマイクロソフトのサポートが保証されます。
小売市場の動向
サービス時点情報管理 (POS) システムの出荷は、世界的に急速に増大しており、今後とも急速に成長し続けると予想されます。Clarendon Consulting (www.clarendon-reports.co.uk) の報告によると、2002 ～ 2004 年の間で全世界の電子 POS システムの出荷は年平均 9.4 パーセント成長しており、2004 ～ 2008 年の間には、11.1 パーセントの成長を遂げると予想されています。また、2002 年にはわずか 200 万ユニットだった全世界の POS システム販売量も、2008 年には 370 万ユニットを超えると予想されています。
POS システムの環境はきわめて動的です。一部の小売業界およびサービス業界のサブセグメントにおける、企業の買収、合併、そして急激な事業拡大により、IT マネージャは、小売チェーン全体にわたって容易かつ迅速に展開および管理できる柔軟性の高い POS 環境を求めるようになりました。IT マネージャは、これらのシステムが前年以上に進歩することの必要性を認識しています。このため、サービス時点情報管理環境では、情報収集と管理がさらに高度になり、より革新的な顧客サービスが実現されています。
さらに高度になる環境
小売店にとって、企業の IT 要件はますます高度になっています。小売チェーンに属する個々の店舗は、以前は比較的独立して営業していました。ところが、今日では個々の店舗は統合的な企業ネットワークのノードとして参加するように求められています。これらの店舗は販売取引を処理できるだけではなく、重要なビジネスおよび顧客に関するデータを他の店舗 (または本部) とリアルタイムに共有できる必要があります。小売店がデータを収集し、伝送する方法は急速に発展しています。テクノロジの急速な進歩の中、小売店は、柔軟性が高く、適応能力の高い環境を整備し、最新のテクノロジを活用することが求められています。 

新しい水準のサービス実現には、無線 IC タグ技術 (RFID) や無線ネットワーキングなどのテクノロジが役に立っています。小売店は、自らが選択する環境で、これらのテクノロジへの将来的な対応が保証されることを求めています。これらの新たに登場してくるテクノロジおよびさらに厳しい要求をサポートするために、小売店は、継続的で焦点が絞られた、高品質かつタイムリーな研究と開発に基づいたオペレーティング システムを必要としています。
顧客サービス実現に向けた拡張のチャンス
サービス時点情報管理システムには、次のデバイスを任意で含めることができます。
· 販売時点情報管理システム。販売時点情報管理システムでは、販売に焦点が当てられています。これらはスタンドアロンであり、日中は販売時点情報管理端末として機能する汎用 PC です。また、店舗または企業全体のネットワークの一部として、販売時点情報管理機能だけを提供する専用ステーションになる場合もあります。販売時点情報管理システムは、多くの場合、バーコード スキャナおよび磁気ストライプ リーダーなど、小売店が使用する一連の周辺機器をサポートしています。  

· 情報キオスク。情報キオスクは、小売業者またはサービス業者の店舗内にある販売時点情報管理端末であり、利用可能な製品およびサービスに関する情報を顧客に提供します。情報キオスクでは、製品情報、ギフト登録情報、オンラインおよびカタログでの販売注文情報、ホテルにおける接客情報などを提供できます。
· セルフチェックアウト システム。セルフチェックアウト システムを利用すると、顧客自身による購入品目のスキャン、包装、および精算が可能になり、顧客は長い列に並ばなくて済むようになります。従業員 1 名が複数のセルフチェックアウト システムを監視および管理できるため、小売店の人件費を削減できます。 
· パーソナル ショッピング アシスタント。パーソナル ショッピング アシスタントとして、購買客に製品情報を直接提示する、カート上の端末を用意できます。また、これらのアシスタントによって、販売促進品目やクロスセリング品目をリアルタイムで提示するチャンスが小売店に提供されます。  
POS 端末は、在庫変動を追跡する RFID システムと連携できます。POS 端末は、無線ネットワークとも統合できます。無線ネットワークによって、顧客の携帯情報端末 (PDA) やスマートフォン、またはカート上の端末に、モバイル情報キオスクまたは販売促進デバイスとしての役割を与えることができます。小売店舗内では、POS 端末をバイオメトリック デバイスとリンクさせ、顧客サービス機能、店舗のセキュリティ、および関連する識別要件を、包括的な単一システムに統合できます。 

総所有コストの削減
サービス時点情報管理への転換を強める推進力の 1 つは、顧客サービス システムのライフサイクル コスト削減の必要性です。このライフサイクル コストには、オペレーティング システムとアプリケーションの開発コスト、展開コスト、補修と保守のコスト、および POS ハードウェアのコストが含まれます。新しい POS 端末を取得、展開、およびインストールするための初期固定費を削減するとともに、デバイスの管理、オペレーティング システムとアプリケーションの長期にわたるサポート、およびハードウェアの保守のための継続的な変動費を削減するのに役立つ、柔軟性があり費用対効果の高い POS 環境が求められています。 

小売店は、POS テクノロジの使用を通じた、顧客の購買体験向上を求めています。POS テクノロジを使用すると、顧客は購入する品物を容易に見つけ、列に並ばずにチェックアウトし、サービス品に関する情報を取得することなどが可能になります。また小売店は、店舗内および地理的に分散した小売店の両方における、POS オペレーティング システム イメージおよびアプリケーションの展開、保守、および管理のための莫大なコストも痛感しています。どちらの方向性についても変化をもたらすソリューションが必要です。
サービス時点情報管理システムに対するマイクロソフトの戦略
小売店が POS システムに求める機能を実現するオペレーティング システムおよびアプリケーション環境を提供するために、マイクロソフトは最大限の努力を投じています。マイクロソフトは、小売業 POS システム用に最適化されたオペレーティング システムである Microsoft Windows Embedded for Point of Service の開発を任務とする製品チームを設立しました。この製品は、パートナー企業が Windows Embedded for Point of Service 環境に基づいて POS システムを構築し、高い費用対効果で市場投入できるように設計されています。
Windows Embedded for Point of Service は、Microsoft Windows XP with Service Pack 2 テクノロジに基づいた標準のオペレーティング システムであり、小売業およびサービス業のサービス時点情報管理デバイスのために最適化されています。Windows Embedded for Point of Service を使用すると、POS システムのセットアップ、展開、および管理が容易になる一方で、システムのライフサイクル コストが削減されます。小売店および小売業界のパートナーにとって、この製品には次のメリットがあります。
· より簡単に。Windows Embedded for Point of Service は、小売業向け周辺機器用のプラグ アンド プレイ機能を提供する、初めてのサービス時点情報管理オペレーティング システム プラットフォームです。また、標準プラットフォームおよび使い慣れた管理テクノロジに基づいているため、セットアップ、使用、および管理が簡単です。 
· より強力に。必要とされるテクノロジ （ブラウザ、マルチメディア、ネットワーキングなど） のサポート、そして基盤となる革新的な小売業アプリケーションや周辺機器のサポートを通じて、小売店は力強い顧客コミュニケーションを実現できます。 
· 小売サービス時点情報管理ライフサイクル コストの削減。10 年間の製品サポートを提供する一方で、オペレーティング システムおよびアプリケーションの開発コスト、展開コスト、補修と保守のコスト、および POS ハードウェアのコストを削減することにより、Windows Embedded for Point of Service は、業界におけるサービス時点情報管理システムのライフサイクルを最も長期にわたって正式にサポートします。 
マイクロソフトは、小売業を運用する顧客が求める機能を提供する POS デバイスを OEM パートナーが構築できるように、Windows Embedded for Point of Service を設計しました。WEPOS は、ソフトウェア開発パートナーによる小売業界向け POS アプリケーション構築の基盤として、小売業向けに最適化された標準ベースの環境を提供します。また、WEPOS を使用すると、UPOS (Unified POS) 仕様を実装する周辺機器のサポートが提供されるため、周辺機器のベンダは、自社のデバイスを WEPOS ベースの POS システムと容易に統合できるようになります。
小売業界およびサービス業界の組織が、改善された顧客とのやり取りおよび顧客の保持を容易に実現できるように、Windows Embedded for Point of Service オペレーティング システム向けのソリューション開発のために小売業界のパートナーが既に数多く参加しています。WEPOS 向けのソリューションを開発している主要なパートナーの一部は次のとおりです。
サービス時点情報管理デバイス製造元
· Fujitsu Transaction Solutions、IBM、セイコーエプソン、Ultimate Technology、Wincor-Nixdorf
サービス時点情報管理周辺デバイス製造元
· APG Cash Drawer、Cherry Corporation、シチズン、Fujitsu Transaction Solutions、Hand Held Products、日立、Ingenico、Korea Printing System、M-Systems、MMF Cash Drawer、NEC インフロンティア、Preh Electronics、セイコーエプソン、Symbol、Telequip、Ultimate Technology、Wincor-Nixdorf 
サービス時点情報管理アプリケーション ベンダおよびシステム インテグレータ
· 360Commerce、ACA Group BV、Altiris、Anker Systems、BSquare、CRS Retail Systems、Ecometry、FullArmor、Infogenesis、Infotouch、NSB Group、Retalix、SIVA Corp、Sorimachi-Giken、Sygate、Trade Link、Wincor-Nixdorf、Xpient Solutions
Microsoft Windows Embedded for Point of Service
Microsoft Windows Embedded for Point of Service と POS 端末との関係は、Windows XP と PC デスクトップとの関係に相当します。強力なコア オペレーティング システムである Microsoft Windows Embedded for Point of Service は、最高レベルの顧客サービス機能と統合電子販売ソリューションを統合して、小売店が使用するアプリケーション、ハードウェア、および周辺機器をシームレスにサポートします。使用は簡単であり、小売店は、システム管理を統合し、顧客コミュニケーションおよび顧客維持を強化し、POS ライフサイクル コストを削減できます。また、このオペレーティング システムは Microsoft Windows XP Professional コンポーネントをベースとしているため、Windows オペレーティング システム強化を目的としてマイクロソフトが実施する、継続的な研究開発投資の恩恵を受けることができます。
実際に、WEPOS は Microsoft Windows XP Embedded オペレーティング システムによって提供される機能をさらに強化します。WEPOS は、Windows XP に似たセットアップ プロセス、小売店向け周辺機器のための新しいプラグ アンド プレイ機能、および小売店が今日の PC ネットワークに使用する PC 管理テクノロジ サポートを統合します。WEPOS はこれらすべての機能を、わずか 64 MB の RAM と Pentium II 233-MHz プロセッサを搭載したシステム上で組み合わせるのです。Microsoft Windows XP Embedded は今後も、販売時点情報管理アプリケーション用に利用できます。ただし、サービス時点情報管理の環境向けのオペレーティング システムとしては、WEPOS が推奨されます。 

標準化に向けての対応
Windows Embedded for Point of Service には、使い慣れた Windows XP セットアップ システムおよび簡素化されたシステム構成が含まれているので、簡単にセットアップおよびインストールできます。また、WEPOS では、ハードウェアの自動検出と構成、および ARTS によって発行された UPOS 相互運用性の仕様を実装する、最新の周辺機器と従来の周辺機器に対する広範なサポートが提供されます。これには、OPOS および JPOS 実装に基づく周辺機器も含まれます。Windows Embedded for Point of Service には、POS for .NET と呼ばれる UPOS バージョン 1.8 標準の、マイクロソフトによる新しい実装も含まれています。この実装によって、小売店、サービス組織、および小売業界のパートナー企業は、周辺機器および .NET ベースの POS アプリケーションを迅速かつ容易に構成し、企業間での通信、および基盤のオペレーティング システムとの通信が可能になります。WEPOS ベースの POS システムでは、新しい周辺機器と既存の周辺機器の両方がサポートされます。
マイクロソフトは、アプリケーションおよびデバイス用の Windows Embedded for Point of Service 検証プログラムを作成しました。それを使用すると、小売店は、WEPOS ベースのサービス時点情報管理システムでの動作が実証されている、.NET アプリケーションおよび周辺機器を容易に選択できます。Windows Embedded for Point of Service 用に検証済みの製品の情報については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=44415 (英語) にアクセスしてください。 

マイクロソフトは、Windows Embedded for Point of Service および POS for .NET で動作するアプリケーションおよび周辺機器の開発を促進するために、ISV およびシステム インテグレータに対して一貫したアプリケーション プログラミング インタフェース (API) のドキュメント セットを提供する、標準化されたソフトウェア開発キット (SDK) を作成しました。この SDK によって、WEPOS をインストールしているサイト間でのアプリケーション互換性、ならびに開発者にとっての柔軟性が保証されます。この SDK ではまた、総合的なプログラミング言語サポート機能が提供されます。Windows Embedded for Point of Service は、C#、Java、および J# など、事実上、現代のどの開発言語によって構築されたアプリケーションであっても実行できます。WEPOS では Microsoft .NET Framework を全面的に活用しています。この .NET Framework は、Microsoft Windows オペレーティング システムに不可欠なコンポーネントであり、Web サービス、Web アプリケーション、およびスマート クライアント アプリケーションのプログラミング モデルおよびランタイムを提供します。 
Windows Embedded for Point of Service オペレーティング システムは、既存の Windows XP ドライバなど、Windows XP Professional 用に構築されたテクノロジと完全に互換性があります。WEPOS では、Windows XP Professional および Microsoft Win32® オペレーティング システム API と、バイナリ レベルでの互換性があります。したがって、アプリケーションの開発と移行が容易であり、Java 仮想マシンのサポートも提供されます。 

プラグ アンド プレイ機能
Windows Embedded for Point of Service は、小売店向け周辺機器にプラグ アンド プレイを提供する、初めての POS 環境です。小売店向け周辺機器には、スキャナ、現金引出機、磁気ストライプ リーダーなどが挙げられます。そのため、.NET ベースの POS アプリケーションを実行している小売店は、発展する顧客ニーズに応えて周辺機器を随時簡単に変更できるようになります。また、プラグ アンド プレイ製品を開発しているアプリケーション開発者および ISV は、WEPOS ベースのソリューションを実行している小売店に対し、これらの製品を確実に展開できます。 

POS for .NET ライブラリの一部として、マイクロソフトは CCL (Common Control Library) を開発しました。この CCL を使用すると、.NET ベースの POS アプリケーションを実行している WEPOSベースの POS システムにおいて、小売業向けの周辺機器のプラグ アンド プレイのサポートを提供できます。また、CCL によって、ISV に 自社のアプリケーションを接続できる共通 API も提供されます。また、CCL を使用すると、小売店は周辺機器を簡単に取り替えることが可能になり、より効率よく POS システムを管理できます。 

CCLは、UPOS バージョン 1.8 に基づいた、マイクロソフトの .NET クラス ライブラリです。CCL では、COM (Component Object Model) ベースのサービス オブジェクトをサポートするために開発された、最新および従来両方のコントロール オブジェクト (CO) をサポートします。マイクロソフトは、UPOS 標準の発展と共に、このライブラリの更新を計画しています。CCL では、利用可能な POS デバイスの列挙、サービス オブジェクトのインスタンス化、および標準管理ツールをサポートしています。これらの機能によって、小売店は経営に必要な、柔軟で信頼性が高く、管理しやすいソリューションを確実に作成できます。さらに、PerfMon カウンタとして、CCL ではデバイスの統計情報も表示されます。小売店向けの周辺機器のための積極的なデバイス管理機能が提供されます。これを使用すると、小売店は不具合が発生する前に補修が必要なデバイスを識別できます。店舗またはレストランにおけるデバイスのダウンタイム、その他発生が予想される販売取引や顧客の購買体験への悪影響が減少します。
システム管理の標準化
小売店および小売業界のパートナーの PC 管理における既存の知識は、Windows Embedded for Point of Service システムにも拡張できます。その理由は、管理者は、これらのシステムを Microsoft Windows ベースのネットワーク上で現在 PC を管理している方法と同じ方法で管理できるからです。これにより、小売店は既存のマイクロソフト ソリューションの展開に対する投資収益率を最大化できます。
Microsoft Windows Embedded for Point of Service は、小売業向けの次のマイクロソフトのソリューションと適切に統合できます。
· Microsoft Windows ServerTM オペレーティング システム
· Microsoft SQL ServerTM
· Microsoft Systems Management Server (SMS)
· Microsoft Systems Update Services (SUS)
· Microsoft Biztalk® Server
· Microsoft Operations Management Server (MOM)
WEPOS は、Microsoft MS-DOS®  オペレーティング システム、Microsoft Win32、または Microsoft .NET テクノロジに基づく従来の小売業アプリケーション、ならびに従来のプラットフォームをエミュレーションするように設計された、サード パーティ製のソリューションに基づく従来の小売業アプリケーションをサポートできます。 
セキュリティの確保
Windows Embedded for Point of Service は、Microsoft Windows XP with Service Pack 2 に基づいています。したがって、強力なセキュリティ機能が既定で用意されています。ネイティブのオペレーティング システム セキュリティ機能には、次が含まれます。
· Windows ログオン。アカウントおよびシステム レベルのセキュリティを提供します。
· Windows ファイアウォールおよびインターネット接続の共有。デバイス、ウイルス、および侵入の検出の最新テクノロジを提供します。
· Internet Explorer Hardening Pack。ポップアップ ブロック、無署名の ActiveX® コントロールの自動拒否、およびその他のダウンロード監視機能が含まれています。
· ロール ベースのセキュリティ。小売店は各従業員を具体的な仕事上の役割と関連付け、役割ごとにセキュリティ ルールを定義、適用、および管理できます。たとえば、ロール ベースのセキュリティを使用して、小売店はすべての監督者に対し、1 つ以上の POS システムを管理または変更する権限のレベルの 1 つを提供できます。監督者ではない小売担当者には、POS システムに変更を加える権限が与えられない場合がありますが、売上を処理する権限、または顧客のために品目を参照する権限は与えられる場合があります。 

· バッファ オーバーフロー保護。特定のタイプのシステム攻撃を回避するのに役立ちます。 
· ウイルス対策ソリューション サポート。小売業またはサービス業の組織は、ニーズに最適なウイルス対策ソリューションを選択できます。 

攻撃対象の削減により、Windows Embedded for Point of Service の侵入者に対する脆弱点は少なくなります。侵入可能性を持つ部分の数は、大規模なフットプリントを持つオペレーティング システムの場合よりも少なくなっています。 

エラー報告によるシステムの安定性
Windows Embedded for Point of Service には、プログラム エラーを自動的にデバッグするための Watson テクノロジが含まれています。Watson によって取得され、記録される情報は、Windows が稼働しているコンピュータ上でのプログラム エラーをテクニカル サポート グループが診断するために必要な情報です。エラーが検出されるたびに、テキスト ファイル (Drwtsn32.log) が生成されます。このファイルは任意の方法でサポート担当者に送信できます。また、Watson テクノロジでは、クラッシュ ダンプ ファイルを生成するオプションも提供します。クラッシュ ダンプ ファイルは、プログラマがデバッガに搭載できるバイナリ ファイルです。このツールを使用すると、小売店または小売店向けのアプリケーション プロバイダは、システム ダウンの直前に発生したアクティビティのスナップショットを受け取ることができ、迅速な診断とシステム分解能が可能になります。  

小売店に導入される将来のテクノロジへの準備
Windows Embedded for Point of Service は、現在および未来に求められる顧客の購買体験を実現するために、小売店を強化するように設計されています。WEPOS でサポートされる主要なテクノロジの一部は、次のとおりです。
· インターネット ブラウザ。Microsoft Internet Explorer 6 は、小売企業内における Web ベース アプリケーションの開発を容易にする、豊富な Web ブラウジング ソリューションを提供します。
· マルチメディア。Microsoft Windows Media® テクノロジを介した全面的なマルチメディアのサポートにより、従業員のトレーニングやチェックアウト レーンの宣伝における、POS 端末の新しい使用シナリオが提供されます。
· ネットワーク テクノロジのサポート。TCP/IP や Quality of Service Packet Scheduler のような標準ネットワーキング プロトコルに加えて、WEPOS では 802.11x および Bluetooth のような先進的なネットワーキング テクノロジもサポートしています。
また、WEPOS には、販売時点情報管理、セルフチェックアウト、および店舗内キオスクなど、広範な POS シナリオをサポートするための次のようなテクノロジが備わっています。
· リモート ブート。ハード ディスク ドライブのような永続的な記憶デバイスを必要とせずに、POS システムを起動できます。
· ユーザーの簡易切り替え。1 つのシステムに複数のユーザーが同時にログオンして、開いているアカウントをすばやく切り替えることができます。
· マルチユーザー ログイン。ユーザーは、異なるユーザー特権を持つ、複数の異なるアカウントを同じ POS システム上に設定できます。
· マルチディスプレイ サポート。単一の POS システムにおいて、あるディスプレイを顧客用に、また別のディスプレイを販売担当者用に用意して、サービスの時点で販売促進の機会を提供できます。 

· リモート イメージ監視。小売業またはサービス業の組織は、接続されたサーバーから POS システム (または POS システムのネットワーク) を監視できます。
これらのテクノロジは、顧客コミュニケーション、サポート、および顧客への付加価値の提供に使用できる柔軟な POS 環境を、今までないエキサイティングな方法で創出します。 

Windows Embedded for Point of Service の使用
Windows Embedded for Point of Service は、セットアップ、使用、およびメンテナンスが容易な、小売業用の POS 環境として設計されています。 

セットアップとインストール
Windows Embedded for Point of Service のセットアップには、使い慣れた Windows XP セットアップ ウィザードが使用されています。したがって、このオペレーティング システムのセットアップは、Windows XP のセットアップに慣れている人であればだれでも容易に実行できます。このセットアップ システムおよび簡素化されたシステム構成機能により、急速に変化する小売環境において、オペレーティング システムを容易にカスタマイズし、インストールできます。また、WEPOS では、自動的にハードウェアを検出して構成する機能が提供されます。したがって、セットアップと展開をすばやく実行できます。
ハードウェア要件
Windows Embedded for Point of Service を実行する POS 端末は、次のハードウェア要件を考慮して構成する必要があります。
	ハードウェア
	最小要件
	推奨構成

	プロセッサ
	Pentium II、233 MHz
	Pentium II、300 MHz 以上

	RAM
	64 MB RAM
	128 MB RAM

	利用可能なストレージ
	コア イメージ用に 280 MB
	

	ディスク サポートに関する注記
	HDD のサポート
RAMDisk のサポート
消耗均等化フラッシュ ディスクのサポート
	


表 1: Windows Embedded for Point of Service のハードウェア要件
管理オプション
Windows Embedded for Point of Service では、数多くの独自の管理オプションを小売店に提供します。3 つのリモート管理オプションを使用すると、小売店は管理者のコンソールから POS デバイスを容易に管理できます。Microsoft Systems Management Server (SMS)、Microsoft Software Update Services (SUS)、および Microsoft Windows Installer Service の各オプションは、小売店が POS デバイスを容易に更新し、セキュリティで保護する役に立ちます。このオペレーティング システムは、サード パーティ製の管理クライアントをサポートすることもできます。したがって、小売店は WEPOS ベースの POS システムを既存の管理環境に容易に統合できます。
展開オプション
さまざまな方法を使用して、Windows Embedded for Point of Service をサービス時点情報管理システムに展開できます。
· CD インストール。IT マネージャはインストール用 CD から個々の POS システムにオペレーティング システムを直接インストールできます。  

· ネットワーク共有からのインストール。小売店は POS システム イメージをネットワーク共有に置き、接続されたサービス時点情報管理デバイスに展開して、インストールできます。   

· リモート インストール サービス (RIS : Remote Installation Services)。リモート ネットワーク ロケーションからのオペレーティング システムのインストールが可能になります。リモート インストールはプル モデルです。クライアント端末がリモート インストール サーバーからセットアップ ルーチンおよびイメージを要求するためです。RIS を使用すると、ハード ディスク ドライブのような永続的な記憶装置が用意されない Windows Embedded for Point of Service デバイスでも、Windows Server または他のネットワーク デバイスに格納されたオペレーティング システム イメージを使用して、実行できます。
· リモート ブート テクノロジ。小売店は、サービス時点情報管理デバイス上に存在しないネットワーク ロケーションから、プログラムのロードまたはオペレーティング システムの起動を開始できます。リモート ブートはプッシュ モデルです。コントローラがクライアント端末にイメージを提供するためです。
· Systems Management Server。高度にカスタマイズ可能なタスクベースの SMS 2003 インフラストラクチャを使用して、オペレーティング システム イメージをパッケージ化し、展開する機能が提供されます。  

オペレーティング システムが展開されると、デバイスが存在する場合にはそれを小売ネットワークに統合し、直ちにオンライン化できます。
ソフトウェア更新の管理
Windows Embedded for Point of Service を使用すると、小売店には常に最新のオペレーティング システム ファイルが用意されます。たとえば、このオペレーティング システムでは次がサポートされます。
· Microsoft Systems Management Server (SMS) クライアント。SMS クライアントを使用すると、SMS によって WEPOS ベース デバイス用のソフトウェア更新の監視および管理が可能になります。SMS によるネットワーク上のソフトウェア更新時に、適切な更新を自動的に受信するデバイスとして POS システムを含めることができます。SMS は大規模な組織で使用するように設計されています。
· Microsoft Software Update Services (SUS)。SUS を使用すると、管理者は Windows 2000 ベース、Windows XP ベース、Windows Server 2003 ベース、および WEPOS ベースのコンピュータに対する重要な更新プログラムを、プロアクティブに展開できます。 

· Microsoft Windows Update。Windows XP ベースのデスクトップ システムの場合とまったく同様に、Windows Update は WEPOS ベースの POS システムをスキャンして、必要な更新プログラムを確認し、必要なシステムの分だけに調整された更新プログラム一覧を提供します。また、自動的に更新プログラムをインストールするようにシステムを構成できます。このため、システムが確実に最新の状態に保持されます。
· Device Update Agent。Device Update Agent を使用すると、管理者は遠隔地にあるストア サーバーから WEPOS のイメージを更新できます。
· Microsoft Windows Installer Service。Windows Installer Service を使用すると、ユーザーは POS システムおよびアプリケーションを効率よくインストールし、構成できます。 

また、Windows Embedded for Point of Service には、オペレーティング システムと多くのサード パーティ製管理アプリケーションの統合を可能にする、WMI (Windows Management Instrumentation) インタフェースが用意されています。したがって、サード パーティ製管理システムで管理されている環境において、WEPOS ベースの POS システムを簡単に管理できるようになります。その結果、小売店の選択肢は大幅に増え、組織内の既存の管理ナレッジを POS ネットワークに拡張するチャンスが増大します。
Windows Embedded for Point of Service 内からのドライバ レベルのサポート
Windows Embedded for Point of Service では、Windows XPのネイティブの周辺機器サポート機能および標準 PC デバイス ドライバのサポート機能が提供されます。WEPOS 検証サービスでは、ARTS UPOS 規格の POS for .NET 実装をサポートする、小売店向けの周辺機器の互換性が検証されます。また、WEPOS は、従来の COM ベース OPOS および JPOS ドライバもサポートします。 

アプリケーションの互換性


マイクロソフトは、アプリケーションの互換性を検証するためのサービスを提供します。このサービスでは、Windows Embedded for Point of Service および POS for .NET 用に記述されたアプリケーションの互換性を検証します。この互換性テストに合格すれば、アプリケーションが WEPOSベースの POS システムで実行できることが保証されます。
Windows Embedded for Point of Service の入手方法
Windows Embedded for Point of Service は、特にサービス時点情報管理デバイス用に設計されています。小売業およびサービス業の組織は、サービス時点情報管理システムのプロバイダを通じて、オペレーティング システムのライセンスを取得できます。 

製品評価からデバイス展開に至るまでの顧客の購入手順には、通常次の 2 つのステップが含まれます。  

ステップ 1. 製品の評価
製品を評価するための Introductory Kit を入手します。このキットは、マイクロソフト Web サイト http://www.windowsembeddedkit.com/ (英語) から入手できます。Introductory Kit を使用すると、Windows Embedded for Point of Service の試用版をサービス時点情報管理システムにインストールできます。試用版の有効期間はインストール後 120 日間です。 

ステップ 2. Windows Embedded for Point of Service のライセンス取得
テストおよび開発段階を完了し、小売業またはサービス業の組織内にオペレーティング システムを展開する準備が整うと、POS システム プロバイダからランタイム ライセンスと COA (Certificates Of Authenticity) を取得する必要があります。サービス時点情報管理システムを製造している OEM の一覧は、マイクロソフト Windows Embedded パートナー Web サイト (http://www.mswep.com/、英語) に掲載されています。 

まとめ
マイクロソフトは、世界中の小売業界およびサービス業界のために効率的なソリューションを提供することに力を入れています。そのため、マイクロソフトは Windows Embedded for Point of Service オペレーティング システムを開発しました。このオペレーティング システムを使用すると、小売店が POS システムのライフ サイクルにわたるコストを削減する一方で、売上を増大させる顧客の購買体験の実現に役立ちます。 

Windows Embedded for Point of Service は、小売店向け周辺機器にプラグ アンド プレイを提供する、唯一の POS 環境です。小売店向け周辺機器には、スキャナ、現金引出機、磁気ストライプ リーダーなどが挙げられます。また、WEPOS 検証プログラムを使用すると、標準の WEPOS ベース POS システムとの最小限の統合で機能する、小売店向けの周辺機器およびアプリケーションの識別が容易になります。
Windows Embedded for Point of Service は、無線ネットワーキングやマルチメディアなどのテクノロジのサポートを通じて、求められる顧客の購買体験の実現に役立ちます。実際、従来の販売時点情報管理端末を大きく超える、柔軟な機能を備えたこのオペレーティング システムは、今日および将来に必要とされる顧客の購買体験を実現する力を小売店に与えます。 
Windows Embedded for Point of Service を使用すると、テクノロジ、ツール、および人材に対して既に小売店が注ぎ込んだ投資を活用できます。具体的には、このオペレーティング システムでは、従来の PC ネットワークで使用されていた標準の開発、展開、管理、およびセキュリティ テクノロジがサポートされます。  

マイクロソフトは、Windows Embedded for Point of Service のリリース開始以降、10 年間にわたって本製品をサポートすることを発表しました。したがって、使用している POS システムが 7 ～ 10 年間継続されることを望む小売店に対しては、その POS システムを使用している間のニーズに対するマイクロソフトのサポートが保証されます。
関連リンク
Microsoft Windows Embedded for Point of Service に含まれているオンライン ドキュメントおよびコンテキストに応じたヘルプに、総合的な背景情報および Windows Embedded for Point of Service 使用法の説明が記載されています。このオペレーティング システムのオンライン ドキュメントを参照するには、Microsoft Windows Embedded Developer Center にアクセスしてください。URL は http://msdn.microsoft.com/embedded (英語) です。
Windows Embedded for Point of Service ソリューションの最新の情報については、www.microsoft.com/japan/windows/embedded/wepos にアクセスしてください。
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